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A1-6【投石平南】Ｈ２２ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・岩盤が広く露出した傾斜地の登山道である。 
・岩盤の周囲は土壌で覆われており、比較的乾燥した周囲はヤクシマダケ群落で占められ、湧水などで湿潤な場所を中心にヤクシマススキ

群落が分布している。 
・また、岩上にはヤクシマダケ-ツクシビャクシン群落が点在し、岩上に土壌が薄く堆積している場所ではコメススキ群落で覆われている。 
・コメススキ群落で覆われている立地は、岩盤上に風化砂礫が堆積した不安定な立地であり、今後、降雨時の流水等により面積が減少する

可能性が想定される。 

定点写真 

岩盤上に堆積した風化砂礫土上のヤクシマススキ群

落等の植生は、降雨等に伴う流水の影響や、登山者に

よる踏圧等により、植生が損なわれる可能性が想定さ

れる。 

定点写真 

岩盤上に堆積した風化砂礫土上のヤクシマススキ群

落等の植生は、降雨等に伴う流水の影響や、登山者に

よる踏圧等により、植生が損なわれる可能性が想定さ

れる。 
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A1-6【投石平南】Ｈ２８ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・岩盤が広く露出した傾斜地の登山道である。 
・湧水などで湿潤な場所にあったヤクシマススキ群落は、シカの食害を受けて面積が大幅に減少している。 
・ヤクシマススキ群落、コメススキ群落は登山者やシカの踏圧、シカの食害等により、衰退・裸地化している。 
・登山者やシカの踏圧、シカの食害等により裸地化した土壌が、流水による侵食を受けて構造物と共に流出・消失した。 
・ヤクシマシャクナゲ－ツクシビャクシン群落が生長し、他の群落に侵入しつつある。 

定点写真 No1 

岩盤上に堆積した風化砂礫土上のヤクシマススキ群

落等は、登山者やシカの踏圧、シカの食害等により減

少した後、降雨等に伴う流水の影響で地盤ごと流出・

消失したと想定される。 

定点写真 No2 

岩盤上に堆積した風化砂礫土上のヤクシマススキ群

落等は、登山者やシカの踏圧、シカの食害等より減少

した後、降雨等に伴う流水の影響で構造物と共に流出

したと想定される。 
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A2-1【永田岳東】Ｈ２２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なだらかな谷地形を横断する登山道であり、谷の中心部は削られた土壌の上を水が流れて水路となっており、水路から離れた緩傾斜地の一部は湿地化している。 
・登山道が明確でないため、多くの登山者は主に水路に沿って水際を歩行していると想定される。 
・水路の周囲や、斜面上部からの浸出水に涵養される場所を中心に、イボミズゴケ群落が帯状に分布している。 
・風化砂礫が堆積している場所で、過湿気味の立地ではイ群落がまとまった群落を形成し、比高が比較的高いため湿潤な立地ではヤクシマススキ群落が分布している。 
・登山者が歩行する場所は裸地になっており、水路に沿って分布するイボミズゴケ群落は、踏圧による影響が懸念される。 

定点写真  
 
 
降雨等に伴う流水の影響

や、登山者による踏圧等

により、湿地性の植生が

損なわれる可能性が想定

される。 

定 点 写  
 
 
降雨等に伴う流水の影響

や、登山者による踏圧等

により、とくにイボミズ

ゴケ群落等の湿地性の植

生が損なわれる可能性が

想定される。 
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A2-1【永田岳東】Ｈ２８ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なだらかな谷地形を横断する登山道であり、谷の中心部は削られた土壌の上を水が流れて水路となっており、水路から離れた緩傾斜地の一部は湿地化している。 
・登山道が明確でないため、多くの登山者は主に水路に沿って水際を歩行していると想定される。 
・水路の周囲や、斜面上部からの浸出水に涵養される場所を中心に、イボミズゴケ群落が帯状に分布している。 
・風化砂礫が堆積している場所で、過湿気味の立地ではイ群落がまとまった群落を形成し、ヤクシマススキ群落は小面積で点在する。 
・登山者が歩行する場所は裸地になっており、外側はヤクシマダケ群落が成長し、他の群落に侵入しつつある。 

定点写真  
 
 
土砂の堆積又は流出によ

り、コケオトギリ-ハリコ

ウガイゼキショウ群落や

ヤクシマススキ群落が減

少し、ヤクシマダケ群落

の増加が見られた。 

定点写真  
 
登山者の歩行によって削

られたとみられる砂礫が

下流に堆積している。水

路の位置も変化したこと

で、イボミズゴケ群落が

ヤクシマダケ群落に遷移

した。 
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Ｈ２２ 

 

 

【Ａ2-1】コドラート測線 b 

・全体にヤクシマダケが比較的高い

植被率で広範囲に生育し、中央の

湿地を中心に、イが優占しており、

調査地区を代表する植生である。 
・湿地部分は、過失気味の立地環境

であり、比較的安定していると想

定される。 

コドラートNo. A2-1-b1 A2-1-b2 A2-1-b3 A2-1-b4 A2-1-b5 A2-1-b6
調査面積 (m2) 1 1 1 1 1 1
群落高 (cm) 50 50 20 30 20 20
植被率 (%) 100 75 60 60 95 40
<主要構成種>

1 ｲﾎﾞﾐｽﾞｺﾞｹ 15 + 10 5 5 5
2 ﾔｸｼﾏﾀﾞｹ 75 40 35 40 75 5
3 ｲ + 40 75 60 10 5
4 ﾔｸｼﾏｺﾞｹ 15 + 2
5 ｽｹﾞsp + 10 2
6 ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ + 40 2
7 ﾔｸｼﾏｽｽｷ 5 1
8 ｺｹｵﾄｷﾞﾘ 5 1

<その他構成種>
9 ﾊﾘｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ + + + + + 5

10 ﾔｸｼﾏﾆｶﾞﾅ + + 2
11 ﾔｸｼﾏﾉｶﾞﾘﾔｽ + + 2
12 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ + 1
13 ﾔｸｼﾏﾎｼｸｻ + 1
14 ﾔｸｼﾏｺｵﾄｷﾞﾘ + 1
15 ｺﾒｽｽｷ + 1
16 ﾋﾒｺﾅｽﾋﾞ + 1
17 ﾔｸｼﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ + 1

出現種数 9 7 6 4 7 5

出
現
回
数

表 6 組成表（A2-1 側線 b） 
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図 4 コドラート毎の出現種の植被率（A2-1 側線 b） 

 

【Ａ2-1】コドラート測線 a 

・測線の両端はヤクシマダケが優占し、中

央の湿地部ではイボミズゴケ、イ、ヤク

シマススキが比較的高い植被率で生育

している。 
・左岸側の a2～a3 では、登山者の踏圧に

よる影響を受けており、イボミズゴケの

植被率が比較的小さく、イやヤクシマス

スキの植被率が比較的目立っている。 0
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図 3 コドラート毎の出現種の植被率（A2-1 側線 a） 

コドラートNo. A2-1-a1 A2-1-a2 A2-1-a3 A2-1-a4 A2-1-a5 A2-1-a6 A2-1-a7
調査面積 (m2) 1 1 1 1 1 1 1
群落高 (cm) 50 50 20 30 20 20 50
植被率 (%) 100 75 60 60 95 40 100

<主要構成種>

1 ｲﾎﾞﾐｽﾞｺﾞｹ + 10 20 90 25 20 6
2 ﾊﾘｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ + 10 + + + + 6
3 ｲ + 40 10 30 25 + 6
4 ﾔｸｼﾏｽｽｷ + 25 15 10 10 5 6
5 ﾔｸｼﾏﾀﾞｹ 90 10 + + 80 5
6 ｺｹｵﾄｷﾞﾘ + + 15 + 4
7 ｽｷﾞｺﾞｹ類 10 + 10 + 4
8 ｽｹﾞsp + 25 + + + 5
9 ﾔｸｼﾏｺﾞｹ 25 1

<その他構成種>
10 ﾋﾛﾊｺﾒｽｽｷ + 1
11 ﾔｸｼﾏﾆｶﾞﾅ + 1
12 ｱｾﾋﾞ + 1
13 ｺｹｽﾐﾚ + + 2

出現種数 4 6 7 8 9 7 7

出
現
回
数
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【Ａ2-1】コドラート測線 b 

・測線の下流側（b6）に湿地箇所が拡

張した影響により、植被率が高かっ

たヤクシマダケが b5～b6でやや衰

退し、イボミズゴケ、イに遷移して

いる。中央の湿地を中心にイが優占

している。 
・沢の上流側（b1～b2）は登山者の

踏圧による影響を受けており、ヤク

シマススキ、モウセンゴケ等の減少

や消失がみられる。 

 

【Ａ2-1】コドラート測線 a 

・測線の両端（a1、a7）はヤクシマダケが優占し、

中央の湿地部ではイが比較的高い植被率で生育

している。 
・測線の中央から左岸側（a4～a6）は土砂、砂礫が

堆積した影響を受けており、イボミズゴケ、ハリ

コウガイゼキショウ、コケオトギリ等が減少また

は消失し、イに遷移している。砂礫の堆積により

植生の回復が阻害され、植被率が減少している。 

組成表（A2-1、側線 b） 

組成表（A2-1、側線 a） 
 コンラード№ A2-1-a1 A2-1-a2 A2-1-a3 A2-1-a4 A2-1-a5 A2-1-a6 A2-1-a7 出

 調査面積（m2） 1 1 1 1 1 1 1 現

 群落高（cm） 50 30 30 30 25 5 50 回

 植被率（%） 100 75 40 40 80 20 90 数

 <主要構成種>

1 ｲﾎﾞﾐｽﾞｺﾞｹ + + 10 + 40 + 20 7

2 ﾊﾘｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ + + + 3

3 ｲ + 40 30 30 40 10 6

4 ﾔｸｼﾏｽｽｷ 10 10 + 3

5 ﾔｸｼﾏﾀﾞｹ 90 + 80 3

6 ｺｹｵﾄｷﾞﾘ + 1

7 ｽｷﾞｺﾞｹ類 5 5 30 20 4

8 ｽｹﾞsp + 10 + + + 5

9 ﾔｸｼﾏｺﾞｹ 0

 <その他構成種>

10 ﾋﾛﾊｺﾒｽｽｷ + 1

11 ﾔｸｼﾏﾆｶﾞﾅ 0

12 ｱｾﾋﾞ 0

13 ｺｹｽﾐﾚ + 1

14 ｺﾒｽｽｷ + 1

　出現種数 3 6 4 5 6 5 5

 コンラード№ A2-1-b1 A2-1-b2 A2-1-b3 A2-1-b4 A2-1-b5 A2-1-b6 出

 調査面積（m2） 1 1 1 1 1 1 現

 群落高（cm） 60 30 40 40 40 20 回

 植被率（%） 85 50 75 75 75 95 数

 <主要構成種>

1 ｲﾎﾞﾐｽﾞｺﾞｹ 10 + 10 + 40 5

2 ﾔｸｼﾏﾀﾞｹ 75 40 35 + + 25 6

3 ｲ + 40 75 75 30 5

4 ﾔｸｼﾏｺﾞｹ 10 1

5 ｽｹﾞsp + + 2

6 ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ + 5 2

7 ﾔｸｼﾏｽｽｷ + 1

8 ｺｹｵﾄｷﾞﾘ + 1

9 ｽｷﾞｺﾞｹ + 20 2

 <その他構成種>

10 ﾊﾘｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ + + 10 10 + 5

11 ﾔｸｼﾏﾆｶﾞﾅ + 1

12 ﾔｸｼﾏﾉｶﾞﾘﾔｽ + 1

13 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ 0

14 ﾔｸｼﾏﾎｼｸｻ + 1

15 ﾔｸｼﾏｺｵﾄｷﾞﾘ 0

16 ｺﾒｽｽｷ + + 2

17 ﾋﾒｺﾅｽﾋﾞ 0

18 ﾔｸｼﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ 0

19 ﾉｷﾞﾗﾝ + 1

20 ｲｯｽﾝｷﾝｶ + 1

　出現種数 6 9 6 4 5 7
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